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９ 
（地独）東京都立病院機

構 

地方独立行政法人 東京都立病院機構 年度計画の実施 

（令和５年度） 

事
業
概
要 

「大都市東京を医療で支える」を理念に掲げ、すべての都民のための病院として、質

の高い医療サービスを提供する。その実現のため、令和４年７月１日から令和９年３月

３１日までを計画期間とする中期計画及び令和５年度において取り組むべき事項を年

度計画として定め、行政的医療の着実な提供に取り組んだ。 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

令和４年７月：法人を設立し地方独立行政法人東京都立病院機構中期計画に基づいた業

務運営を開始 

令和５年３月：令和５年度計画を都へ提出 

令和５年６月：令和４年度財務諸表及び業務実績報告書を都へ提出 

令和６年３月：令和６年度計画を都へ提出 

現
在
の
進
行
状
況 

（１）行政的医療の提供 

 新型コロナウイルス感染症の対応については、令和５年５月８日の５類移行後も、都

の方針のもと、中等症や重症の患者を積極的に受け入れたほか、高齢者等医療支援型施設

（府中）の運営を継続した（令和６年３月３１日閉所）。また、これまでのコロナ対応の経験を踏ま

え、新興感染症への対応について検討を行い、東京都と医療措置協定を締結することとした。 
 周産期医療における母体搬送や小児救急、東京都精神科夜間休日診療事業、ＣＣＵネット

ワークへの参画などの救急医療をはじめ、コロナ医療以外の行政的医療にも積極的に取り組

むとともに、４病院において新たにロボット支援下手術を開始するなど、低侵襲な手術の提供

による質の高い医療の提供を推進した。 
広尾病院に「病院総合診療科」を新たに設置し、東京モデルの総合診療医育成に向けた

取組を医療現場において推進している。 
（２）患者中心の医療、地域包括ケアシステム構築への取組 

患者・地域サポートセンターを中心に、患者の治療と生活の両立を支援するための様々な

相談事業を行ったほか、入退院支援の業務の効率化を図るため、入退院支援用 ICT ツール

を８病院で導入した。 
各病院において地域連携の取組を推進するとともに、有効な取組の横展開を目指して病院

間の情報共有を図った。全病院・所において患者満足度調査（入院・外来）を実施し、患者や

利用者の意見を反映したサービス向上に努めた。 
（３）法人の運営基盤確立に向けた取組 

令和４年度に引き続く４つのプロジェクト（①人材育成・活用 ②経営力強化 ③魅力発信 

④地域連携・サービス向上）に、業務改善を加えた５つのプロジェクトを推進するなど、法人の

運営基盤の確立に取り組んだ。 
また、９月には機構公式 LINE を開設し、病院等のイベント情報を定期的に配信するほか、

アカウントを通じてホームページに誘導するなど、積極的な情報発信に取り組んだ。 
（４）災害や公衆衛生上の緊急事態への率先した対応 

 令和６年 1 月 1 日に石川県で発生した能登半島地震への支援のため、「東京都立病院

機構ＤＭＡＴ」として、複数病院による合同チームを編成して対応した。そのほか、Ｊ

ＭＡＴ派遣や全国自治体病院協議会を通じた、公立病院への看護師派遣にも対応し、延

べ 111 名の機構職員が、現地で活動した。 

ＤＭＡＴの派遣にあたっては、富山市に活動拠点を設置し、本部職員が常駐すること

により、ＤＭＡＴ隊員の移動や宿泊に係る負担軽減とチーム交代時の引継を円滑に行う

ことで、都立病院機構として切れ目のない支援を実現した。 



今
後
の
見
通
し 

 第一期中期計画及び令和６年度年度計画に基づき、行政的医療の提供、患者中心の医

療、地域包括ケアシステム構築及び法人の運営基盤確立に向けた取組等を推進し、都民

が安心して質の高い医療を受けられる東京の実現に向け、取り組む。 

 

 

問合せ先 
地方独立行政法人東京都立病院機構 戦略推

進室 戦略推進課 
電話 03（5320）5817 

 


